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Ｑ１．現行のアナログ放送は、どうなるのですか。

　現在の地上アナログ放送は平成23年７月まで継続
されますが、それ以降アナログ放送は終了し、平成
23年７月25日に地上デジタル放送に完全移行の予定
です。現在ご自宅にあるアナログテレビでは、地上
デジタル放送は受信できません。地上デジタル放送
を視聴するためには、次のいずれかで対応しなけれ
ばなりません。
　①地上デジタル放送対応のデジタルチューナー　
　　（及びアンテナ）を購入する。
　②デジタルテレビ（及びアンテナ）を購入する。
　③ケーブルテレビに加入する。
　しかし、地上デジタル放送対応の機器等を整備し
ても、地域によっては電波が弱かったり、届かなかっ
たりする場合については地上デジタル放送を視聴で
きません。

 Ｑ２．地上デジタル放送とは、どのようなものですか。

　平成15年12月から、関東・近畿･中京圏の３大広
域の一部地域で放送が開始され、その後各地域に順
次拡大されています。昨年12月に矢板中継局から放
送が開始され、来年３月には馬頭中継局が放送開始
の予定です。
　地上デジタル放送では、高画質、高音質のハイビ
ジョン放送で番組が放送されています。また、デー
タ放送を使った字幕サービスや解説サービスが充実
されるなど、高齢者や障害者にやさしい放送サービ
スが提供されます。
　地上デジタル放送の詳細や放送エリアの目安な
どは、㈳デジタル放送推進協会（Ｄpa）のホーム
ページをご覧下さい。http://www.dpa.or.jp/
　地上デジタル放送が開始されても、地域によって
は山や遮

しゃ

蔽
へい

物
ぶつ

などの影響で放送が全く受信できな
かったり、一部のチャンネルしか受信できない地域
があります。
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Ｑ３．地上デジタル放送では、ゴースト障害（画像
が二重、三重の多重になる障害）は出ないのですか。

　地上デジタル放送では、これまでの地上アナロ
グ放送であったようなゴースト障害は画面に現れ
ません。ただし、受信状況が悪いと、モザイク状
ノイズ（ブロックノイズ）が画面に頻繁に現れた
後画像が映らなくなる場合や、全く映らない場合
があり、映るチャンネルと映らないチャンネルが
出てきます。これらの原因としては、アンテナが
対応していない場合と、電波が弱いか届いていな

い場合がありま
す。那珂川町に
おいて、地上デ
ジタル放送を安
定して受信する
には、ケーブル
テレビの加入が
極めて有効で
す。

Ｑ４．地上デジタル放送は、VHF アンテナ
で受信できますか。　

　地上デジタル放送はＵＨＦ帯域で放送されていま
す。そのため他の種類のアンテナ（ＶＨＦアンテナ
やＢＳアンテナ）では受信できません。また、ＵＨ
Ｆアンテナにも多くの種類がありますが、現在ご家
庭で使用されているＵＨＦアンテナが地上デジタル
放送局の受信チャンネルに対応していればそのまま
使えますが、対応していない場合はＵＨＦアンテナ
の交換が必要となります。

UHFアンテナ VHFアンテナ



7 広報なかがわ　平成19年９月10日

Ｑ５．地上デジタル放送はＢＳデジタル放
送と異なるのですか。

　異なります。地上デジタル放送は地上の放送局か
らＵＨＦ帯域で放送されています。各地域の地上デ
ジタル放送局にアンテナを合わせて受信します。Ｂ
Ｓデジタル放送は放送衛星（赤道上空38,000ｋｍ）
から放送されます。放送衛星の方向は全国同じで、
おおよそ南西方向ですが受信する地域により方位角
と仰角が異なります。

Ｑ６．室内アンテナでも地上デジタル放送
は受信できますか。

　電波の強い地域では室内アンテナでも受信できま
す。ただし、電波の強い地域であっても電波の受信
条件や状況により使用できない場合があります。那
珂川町では室内アンテナでの地上デジタル放送の受
信は、極めて難しいと思われますが、屋外型の地上
デジタル放送に対応したＵＨＦアンテナが必要とな
ります。しかし、屋外型のアンテナの設置場所やご
自宅の周囲の地形や建物などの状況により、地上デ
ジタル放送の一部のチャンネルしか受信できなかっ
たり、全く受信できない地域があります。

Ｑ７．個人でアンテナを設置して10年以
上経過しますが、そのまま使えますか。

　地上デジタル放送対応のＵＨＦアンテナであれば
使えます。しかし、長期間に渡って屋外に設置して
ある場合は、アンテナの金属部分の錆

さび

や設置上の緩
みが生じている場合がありますので、安全に使用す
るためには点検が必要と思われます。アンテナ本体
の劣化や腐食が著しい場合は交換が必要となりま
す。また、同軸ケーブルについても経年劣化し、ひ
び割れなどが生じて水分が入り、電波信号の劣化が
起こり視聴しにくくなりますので、専門業者へ点検
を依頼することをお勧めいたします。

Ｑ８．現在ＣＴＢに加入していますが、
地上デジタル放送は見られますか。

　現在は見られません。地上アナログ放送が平成23年
７月に地上デジタル放送に完全移行することから、そ
れに対応するために平成18年度からケーブルテレビ施
設の整備工事を実施しています。放送センター設備、
伝送路（ケーブル）設備、受信点設備及び送出設備な
ど、デジタル化に対応するための施設整備工事です。
平成21年４月から順次地上デジタル放送が見られるよ
うになります。ケーブルにより放送電波を各ご家庭に
お届けしますので、お住まいの地域に関係なく地上デ
ジタル放送が安定して視聴できます。　　　
　また、新しいケーブルテレビとして次のようなサー
ビスの提供を予定しています。地上デジタル放送や
ＢＳデジタル放送（有料放送を除く）などの再送信
サービス、加入者間の町内無料電話、テレビによるイ
ンターネット、緊急放送やページング放送などの音
声告知放送、自主放送などを提供します。さらに、
オプションサービスとして、高速インターネット接

続サービス、IP電
話、STB（セット
トップボックス）
のレンタル、BS・
CS有料放送の提供
を予定しておりま
す。

Ｑ９．「ワンセグ」って何ですか。

　携帯電話、カーナビなどの移動体向けの地上デジ
タル放送です。もともと技術的呼称として「１セグ
メント放送」と呼ばれていましたが、㈳地上デジ
タル放送推進協会によって平成17年９月に「ワンセ
グ」という名称に決定されました。日本の地上デジ
タル放送方式では、１つのチャンネルが13のセグメ
ントに分割されており、これをいくつか束ねて映像
やデータ、音声を送信しています。ハイビジョン放
送は（ＨＤ）は12セグメント必要ですが通常画質の
放送（ＳＤ）は４セグメントで済むため、1つのチャ
ンネルで３つの異なる番組を同時に放送すること
ができます。この13のセグメントのうち、残りの１
つのセグメントが移動体向け放送に割り振られてい
ます。これを使って放送を行うのが「ワンセグ」で
す。帯域が通常放送の４分の１と狭いのですが、最
新の動画圧縮技術により鮮明な画像が提供されてい
ます。

小川地区内電柱調査のお知らせ
　町では、小川地区内の電柱調査を行います。道路に建柱
された電柱のほか、民地内に建柱された電柱を調査する場
合があります。その際には、お声をかけさせていただきま
すので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、期間については、小川地区内全域で10月末まで予
定しています。


